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環境活動の対象組織・活動範囲

1.法人名及び代表者 法人名：北陽建設株式会社
代表者：代表取締役 原 滋俊

2.所在地

＜EA21対象範囲事業所＞

≪本社≫

『本店』 〒398-0003 長野県大町市社5377

〔TEL〕0261-22-1155 〔FAX〕0261-22-9562
〔mail〕 info@hokuyo-net.co.jp
〔URL〕http://www.hokuyo-net.co.jp

≪営業所≫

『長野営業所』 〒380-0912 長野県長野市稲葉1993-1
『佐久営業所』 〒384-0301 長野県佐久市臼田623-1
『飯田営業所』 〒395-0803 長野県飯田市鼎下山491-3
『木曽営業所』 〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島2822-1
『伊那営業所』 〒396-0012 長野県伊那市上新田2367-1
『岐阜営業所』 〒509-7201 岐阜県恵那市大井町2627-1
『浜松営業所』 〒434-0026 静岡県浜松市浜北区東美薗92
『静岡営業所』 〒425-0091 静岡県焼津市八楠1-26-2

『大町機材センター』 〒398-0003 長野県大町市社4682
『飯田機材センター』 〒395-0823 長野県飯田市松尾明7924-1

『松本営業所』 〒390-0872 長野県松本市北深志2-1-18

＜EA21対象外事業所＞ 非常勤の為、事業活動に伴う環境負荷無し
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3.環境管理責任者及び担当者

【環境管理責任者】 代表取締役 原 滋俊 〔mail〕s.hara@hokuyo-net.co.jp

【事務局】 担当者 松宗 直人 〔mail〕n.matsumune@hokuyo-net.co.jp

4.事業内容

【 設 立 】 1974年3月 【 資 本 金 】 8,000万円

【 建 設 業 】 国土交通大臣許可 (特･般ｰ2) 第18572号

『特定建設業』 土木、とび・土工、石、ほ装、造園、水道施設
『一般建設業』 管、さく井

【 測 量 業 】 登録番号 登録第(9)-12874号
【地質調査業】 登録番号 質30第930号
【建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業】 登録番号 建31第4688号

登録部門 河川、砂防及び海岸・海洋、道路、農業土木、

森林土木、地質、土質及び基礎、建設環境

組織の概要



5.事業の規模

【 完成工事高 】 93億6100万円 (2021/06/01 ～ 2022/05/31)

【 従 業 員 数 】 193名

6.事業施設

7.認証・登録の対象範囲（全組織・全活動）
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区  分 施  設  名 施  設  名

本   社 93 1,968.83 静岡営業所 7 253.91

長野営業所 17 297.26 大町機材センター 9 129.42

佐久営業所 5 282.36 飯田機材センター 2 54.61

飯田営業所 32 458.46 大町機材センター 3,065.06

木曽営業所 6 128.66 飯田機材センター 540.00

伊那営業所 7 416.15 大町機材センター 3,785.85

岐阜営業所 9 185.00 飯田機材センター 1,279.79

浜松営業所 6 196.65
EA21
対象外
事業所

就労数 床 面 積 (㎡)

EA21
対象範囲
事業所

床 面 積 (㎡)

倉  庫

就労数

松本営業所(非常勤) 他社事務所の一部を賃貸

資機材置場

代表者（社長）

推進委員会

環境管理責任者

環境事務局

本 社
営業所

（長野・佐久・飯田・木曽

伊那・岐阜・浜松・静岡）

機材センター
（大町・飯田）

従業員

建設現場等

供給者・協力会社

建設現場責任者

従業員

各部門長

対象範囲

建設現場



環境方針

基本理念

基本方針

制定:2010年07月26日

改定:2015年06月01日

北陽建設株式会社

代表取締役 原 滋俊

北陽建設株式会社は､長野県を中心に､フォッサマグナとともに厳しい自然環境という複

雑な地質構造で磨いた高い技術力を活かし､環境に配慮した設計・施工の普及に努力する。

《豊かな自然環境》《地域社会》と事業活動の隆盛を併立させ､事業活動が地球環境に配

慮したかたちで､環境負荷を可能な限り低減させる。継続的改善に努め、エコアクション

21環境経営システムを運用し､常に環境への取組を考え、自主的･積極的に行い､持続可能

な循環型社会を実現する活動を全社員で取組んでまいります。

基本理念に基づき、以下の事項について取組んで行きます。

１．環境に配慮した設計・施工の実践

２．省資源・省エネルギーへの取組

３．廃棄物の削減・リサイクルの推進

４．二酸化炭素（CO2）削減の取組

５．環境関連法規の順守

６．環境啓発活動の推進

各部門において環境配慮取組み目標３件以上。

建設資材の省資源および環境配慮機能を携えた資機材の利用、
水資源の節水、コピー用紙の削減、グリーン購入

事業活動で生じる廃棄物の３R『削減､再使用､再利用』に努める。

電力・化石燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

事業活動を行う上で当社が守らなければならない環境関連法規や
条例等を明らかにし、またその他要求事項を遵守する。

環境保全に関する啓蒙・啓発活動を実施するとともに、地域での
社会貢献活動に努めます。

これらについて環境目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い、
継続的改善に努め、環境関連規制や当社が約束したことを遵守します。
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環境目標《中長期目標》・環境活動計画

環境目標≪中期目標≫・環境活動計画
活動期間：2019/06～2022/05

3ヵ年の環境目標
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項　　目 環境目標 環　境　活　動

室内不在時、昼休時に消灯 励行

パソコン・電気機器の未使用時には電源OFF

冷暖房の適正温度厳守（室温目安：夏28℃、冬20℃）

外気の適正取込み

照明器具の定期的な清掃、交換を行う

アイドリングストップ

エコ運転及び相乗りの実施

法定速度厳守

重機、機材への過剰な負荷の防止と定期自主検査を実施

燃費の優れた建設機械の選択

適切かつ効率的な運転に努める

暖房の適正温度厳守（室温20℃）

適度な使用、消し忘れを防ぐ

サーキュレーター等の空調設備を利用する

給湯器の適温利用

夏季給湯利用の節約

水道栓の開閉をこまめに実施

蛇口はきちんと締めて漏水の防止

使用済み用紙の裏面再使用の徹底

両面印刷、複数ページ集約印刷の徹底、デジタル化

文書の電子化、印刷ミス・余剰の防止

分別の徹底

帳票見直しによる印刷物の削減、デジタル化

梱包材の再利用

素材別ボックスの設置

リサイクル業者の開拓と利用

作業ミスによる廃棄量の削減

遊休資材の活用

二酸化炭素排出量
　　　　　の削減

電力使用量の削減

ガソリン使用量の削減

軽油使用量の削減

灯油使用量の削減

LPG使用量の削減

環境配慮資材の購入 事務用品のグリーン購入
コスト面を考慮しながら、環境対応マークのついた
文房具の購入を推進する

資源の使用量削減

水道水の使用削減

コピー用紙の削減

廃棄物の3Rの促進

一般廃棄物の削減

産業廃棄物の削減

環境目標項目 単位

2018年度

実績
(2018/6～2019/5)

2019年度

目  標
(1%削減)

2020年度

目  標
(2%削減 )

2021年度

目  標
(3%削減)

1.CO2排出量 t-CO2/年 1,741.7 1,724.3 1,706.9 1,689.4

2.電力 kwh/年 217,528.0 215,352.7 213,177.4 211,002.1

3.ガソリン ℓ/年 235,827.0 233,468.7 231,110.5 228,752.1

4.軽油 ℓ/年 387,407.0 383,532.9 379,658.9 375,784.7

4.LPG m3/年 879.0 870.2 861.4 852.6

5.灯油 ℓ/年 27,324.0 27,050.7 26,777.5 26,504.2

6.一般廃棄物 ｔ/年 1.1 1.09 1.08 1.07

7.産業廃棄物 ｔ/年 1,927.0 1,907.7 1,888.5 1,869.1

8.水道水 m３/年 2,048.0 2,027.5 2,007.0 1,986.5

9.コピー用紙 ｔ/年 2.63 2.60 2.58 2.55

※1 2018年度の実績を基準年とし、2019年度は1%削減、2020年度までに2%の削減、2021年度

      までに3%の削減を目標とする。


施設表



				区  分 ク ブン		施  設  名 シ セツ メイ		就労数 シュウロウ スウ				床 面 積 (㎡) ユカ メン セキ				施  設  名 シ セツ メイ		就労数 シュウロウ スウ				床 面 積 (㎡) ユカ メン セキ

				EA21
対象範囲
事業所 タイショウ ハンイ ジギョウショ		本   社 ホン シャ		93				1,968.83				静岡営業所 シズオカ エイギョウ ショ		7				253.91

						長野営業所 ナガノ エイギョウショ		17				297.26				大町機材センター オオマチ キザイ		9				129.42

						佐久営業所 サク エイギョウ ショ		5				282.36				飯田機材センター イイダ キザイ		2				54.61

						飯田営業所 イイダ エイギョウショ		32				458.46				大町機材センター オオマチ キザイ		倉  庫 クラ コ				3,065.06

						木曽営業所 キソ エイギョウショ		6				128.66				飯田機材センター イイダ キザイ						540.00

						伊那営業所 イナ エイギョウショ		7				416.15				大町機材センター オオマチ キザイ		資機材置場 シキザイ オキバ				3,785.85

						岐阜営業所 ギフ エイギョウショ		9				185.00				飯田機材センター イイダ キザイ						1,279.79

						浜松営業所 ハママツ エイギョウショ		6				196.65

				EA21
対象外
事業所 タイショウガイ ジギョウショ		松本営業所(非常勤) マツモト エイギョウショ ヒジョウキン		他社事務所の一部を賃貸 タシャ ジム ショ イチブ チンタイ









実施体制図











代表者（社長）

推進委員会

環境管理責任者

環境事務局

本　　社

営業所
（長野・佐久・飯田・木曽
伊那・岐阜・浜松・静岡）

機材センター
（大町・飯田）

従業員

建設現場等

供給者・協力会社

建設現場責任者

従業員

各部門長

対象範囲

建設現場



環境目標



						項　　目 コウ メ		環境目標 カンキョウ モクヒョウ		環　境　活　動 ワ サカイ カツ ドウ

						二酸化炭素排出量
　　　　　の削減 ニサンカ タンソ ハイシュツ リョウ		電力使用量の削減 デンリョク シヨウリョウ サクゲン		室内不在時、昼休時に消灯 励行 シツナイ フザイ ジ ヒルヤス ジ ショウトウ レイコウ

										パソコン・電気機器の未使用時には電源OFF デンキ キキ ミシヨウジ デンゲン

										冷暖房の適正温度厳守（室温目安：夏28℃、冬20℃） レイダンボウ テキセイ オンド ゲンシュ シツオン メヤス ナツ フユ

										外気の適正取込み ガイキ テキセイ トリコ

										照明器具の定期的な清掃、交換を行う ショウメイ キグ テイキテキ セイソウ コウカン オコナ

								ガソリン使用量の削減 シヨウリョウ サクゲン		アイドリングストップ

										エコ運転及び相乗りの実施 ウンテン オヨ アイノ ジッシ

										法定速度厳守 ホウテイ ソクド ゲンシュ

								軽油使用量の削減 ケイユ シヨウリョウ サクゲン		重機、機材への過剰な負荷の防止と定期自主検査を実施 ジュウキ キザイ カジョウ フカ ボウシ テイキ ジシュ ケンサ ジッシ

										燃費の優れた建設機械の選択 ネンピ スグ ケンセツ キカイ センタク

										適切かつ効率的な運転に努める テキセツ コウリツテキ ウンテン ツト

								灯油使用量の削減 トウユ シヨウリョウ サクゲン		暖房の適正温度厳守（室温20℃） ダンボウ テキセイ オンド ゲンシュ シツオン

										適度な使用、消し忘れを防ぐ テキド シヨウ ケ ワス フセ

										サーキュレーター等の空調設備を利用する トウ クウチョウ セツビ リヨウ

								LPG使用量の削減 シヨウリョウ サクゲン		給湯器の適温利用 キュウトウキ テキオン リヨウ

										夏季給湯利用の節約 カキ キュウトウ リヨウ セツヤク

						資源の使用量削減 シゲン シヨウリョウ サクゲン		水道水の使用削減 スイドウスイ シヨウ サクゲン		水道栓の開閉をこまめに実施 スイドウ セン カイヘイ ジッシ

										蛇口はきちんと締めて漏水の防止 ジャグチ シ ロウスイ ボウシ

								コピー用紙の削減 ヨウシ サクゲン		使用済み用紙の裏面再使用の徹底 シヨウ ズ ヨウシ ウラメン サイシヨウ テッテイ

										両面印刷、複数ページ集約印刷の徹底、デジタル化 リョウメン インサツ フクスウ シュウヤク インサツ テッテイ カ

										文書の電子化、印刷ミス・余剰の防止 ブンショ デンシカ インサツ ヨジョウ ボウシ

						廃棄物の3Rの促進 ハイキブツ ソクシン		一般廃棄物の削減 イッパン ハイキブツ サクゲン		分別の徹底 ブンベツ テッテイ

										帳票見直しによる印刷物の削減、デジタル化 チョウヒョウ ミナオ インサツブツ サクゲン カ

										梱包材の再利用 コンポウ ザイ サイリヨウ

								産業廃棄物の削減 サンギョウ ハイキブツ サクゲン		素材別ボックスの設置 ソザイ ベツ セッチ

										リサイクル業者の開拓と利用 ギョウシャ カイタク リヨウ

										作業ミスによる廃棄量の削減 サギョウ ハイキ リョウ サクゲン

										遊休資材の活用 ユウキュウ シザイ カツヨウ

						環境配慮資材の購入 カンキョウ ハイリョ シザイ コウニュウ		事務用品のグリーン購入 ジム ヨウヒン コウニュウ		コスト面を考慮しながら、環境対応マークのついた
文房具の購入を推進する メン コウリョ カンキョウ タイオウ











中間目標 (2017～)



				環境目標項目		単位		2018年度
実績
(2018/6～2019/5) ネン ド ジッセキ		2019年度
目  標
(1%削減) ネン ド メ ヒョウ サクゲン		2020年度
目  標
(2%削減) ネン ド メ ヒョウ サクゲン		2021年度
目  標
(3%削減) ネン ド メ ヒョウ サクゲン

				1.CO2排出量		t-CO2/年 ネン		1,741.7		1,724.3		1,706.9		1,689.4								17.417		1,724.28				34.834		1,706.9				52.251		1,689.449

				2.電力 デンリョク		kwh/年 ネン		217,528.0		215,352.7		213,177.4		211,002.1								2175.28		215,352.72				4350.56		213,177.4				6525.84		211,002.160

				3.ガソリン		ℓ/年 ネン		235,827.0		233,468.7		231,110.5		228,752.1								2358.27		233,468.73				4716.54		231,110.5				7074.81		228,752.190

				4.軽油 ケイユ		ℓ/年 ネン		387,407.0		383,532.9		379,658.9		375,784.7								3874.07		383,532.93				7748.14		379,658.9				11622.21		375,784.790

				4.LPG		m3/年 ネン		879.0		870.2		861.4		852.6								8.79		870.21				17.58		861.4				26.37		852.630

				5.灯油 トウユ		ℓ/年 ネン		27,324.0		27,050.7		26,777.5		26,504.2								273.24		27,050.76				546.48		26,777.5				819.72		26,504.280

				6.一般廃棄物 イッパン ハイキブツ		ｔ/年 ネン		1.1		1.09		1.08		1.07								0.011		1.089				0.022		1.078				0.033		1.067

				7.産業廃棄物 サンギョウ ハイキブツ		ｔ/年 ネン		1,927.0		1,907.7		1,888.5		1,869.1								19.27		1,907.73				38.54		1,888.5				57.81		1,869.190

				8.水道水 スイドウスイ		m３/年 ネン		2,048.0		2,027.5		2,007.0		1,986.5								20.48		2,027.52				40.96		2,007.0				61.44		1,986.560

				9.コピー用紙 ヨウシ		ｔ/年 ネン		2.63		2.60		2.58		2.55								0.0263		2.60				0.0526		2.58				0.0789		2.551



				※1 2018年度の実績を基準年とし、2019年度は1%削減、2020年度までに2%の削減、2021年度
      までに3%の削減を目標とする。 ネンド ジッセキ キジュン ネン ネンド サクゲン ネンド サクゲン ネンド サクゲン モクヒョウ
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CO2グラフ

				2019年度 ネンド				2020年度 ネンド				2021年度 ネンド

				目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ

				1,718.1		2,044.7		2,017.6		1,957.4		1,937.8		2,036.0





二酸化炭素排出量(t-CO2)





目標値	実績値	目標値	実績値	目標値	実績値	2019年度	2020年度	2021年度	1718.1	2044.7	2017.6	1957.4	1937.8	2036.019	







消費量グラフ

				電力 デンリョク

				2019年度 ネンド				2020年度 ネンド				2021年度 ネンド

				目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ

				215,352.0		230,999.0		228,689.0		188,820.0		186,932.0		215,464.0



				ガソリン

				2019年度 ネンド				2020年度 ネンド				2021年度 ネンド

				目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ

				233,468.7		354,136.9		350,597.0		280,573.0		277,776.0		274,329.0



				軽油 ケイユ

				2019年度 ネンド				2020年度 ネンド				2021年度 ネンド

				目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ

				383,532.9		400,363.8		396,361.0		442,119.0		437,698.0		486,373.0



				LPG

				2019年度 ネンド				2020年度 ネンド				2021年度 ネンド

				目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ

				1,740.4		1,097.6		1,087.0		1,160.0		1,148.4		2,056.0



				灯油 トウユ

				2019年度 ネンド				2020年度 ネンド				2021年度 ネンド

				目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ

				27,050.7		23,284.8		23,054.0		23,239.0		23,006.0		14,825.0



				一般廃棄物 イッパン ハイキブツ

				2019年度 ネンド				2020年度 ネンド				2021年度 ネンド

				目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ

				1.07		0.532		0.527		0.733		0.73		1.2



				産業廃棄物 サンギョウ ハイキブツ

				2019年度 ネンド				2020年度 ネンド				2021年度 ネンド

				目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ

				1,907.7		723.0		718.0		166.0		164.4		705.0



				水資源 ミズシゲン

				2019年度 ネンド				2020年度 ネンド				2021年度 ネンド

				目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ

				2,027.5		1,818.0		1,800.0		1,247.0		1,234.0		1,573.0



				紙資源 カミ シゲン

				2019年度 ネンド				2020年度 ネンド				2021年度 ネンド

				目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ		目標値 モクヒョウチ		実績値 ジッセキチ

				2.60		3.47		3.44		3.48		3.45		3.27





購入電力(kWh)





目標値	実績値	目標値	実績値	目標値	実績値	2019年度	2020年度	2021年度	215352	230999	228689	188820	186932	215464	







ガソリン(ℓ)





目標値	実績値	目標値	実績値	目標値	実績値	2019年度	2020年度	2021年度	233468.7	354136.9	350597	280573	277776	274329	







軽　油(ℓ)





目標値	実績値	目標値	実績値	目標値	実績値	2019年度	2020年度	2021年度	383532.9	400363.8	396361	442119	437698	486373	







ＬＰＧ(kg)





目標値	実績値	目標値	実績値	目標値	実績値	2019年度	2020年度	2021年度	1740.4	1097.5999999999999	1087	1160	1148.4000000000001	2056	





灯　油(ℓ)





目標値	実績値	目標値	実績値	目標値	実績値	2019年度	2020年度	2021年度	27050.7	23284.799999999999	23054	23239	23006	14825	







一般廃棄物(t)





目標値	実績値	目標値	実績値	目標値	実績値	2019年度	2020年度	2021年度	1.07	0.53200000000000003	0.52700000000000002	0.73299999999999998	0.72599999999999998	1.1499999999999999	





産業廃棄物(t)





目標値	実績値	目標値	実績値	目標値	実績値	2019年度	2020年度	2021年度	1907.7	723	718	166	164.4	705	





水資源(m3)





目標値	実績値	目標値	実績値	目標値	実績値	2019年度	2020年度	2021年度	2027.5	1818	1800	1247	1234	1573	





紙資源(t)





目標値	実績値	目標値	実績値	目標値	実績値	2019年度	2020年度	2021年度	2.6	3.47	3.44	3.48	3.4470000000000001	3.27	







売上高比較

				過去５年間の実績一覧表 カコ ゴネンカン ジッセキ イチラン ヒョウ																														過去５年間の実績一覧表 カコ ゴネンカン ジッセキ イチラン ヒョウ

						平成22年度 ヘイセイ ネンド		平成23年度 ヘイセイ ネンド		平成24年度 ヘイセイ ネンド		平成25年度 ヘイセイ ネンド		平成26年度 ヘイセイ ネンド		平成27年度 ヘイセイ ネンド																				平成22年度 ヘイセイ ネンド		平成23年度 ヘイセイ ネンド		平成24年度 ヘイセイ ネンド		平成25年度 ヘイセイ ネンド		平成26年度 ヘイセイ ネンド		平成27年度 ヘイセイ ネンド

				CO₂総排出量（kg-CO₂） ソウ ハイシュツ リョウ		1,930,457		1,804,159		1,895,875		1,992,273		2,317,905																				CO₂総排出量（t-CO₂） ソウ ハイシュツ リョウ		1,930		1,804		1,896		1,992		2,318

				電力（ｋWh） デンリョク		261,669		250,062		261,669		233,087		247,497																				電力（千ｋWh） デンリョク セン		261,669		250,062		261,669		233,087		247,497

				ガソリン（L)		193,852		197,439		235,259		225,588		246,013																				ガソリン（L)		193,852		197,439		235,259		225,588		246,013

				軽油（L) ケイユ		476,884		428,777		433,122		478,516		604,056																				軽油（L) ケイユ		476,884		428,777		433,122		478,516		604,056

				LPG（kg)		629		1,674		1,499		1,955		1,885																				LPG（kg)		629		1,674		1,499		1,955		1,885

				灯油（L) トウユ		39,111		40,817		35,902		40,460		46,348																				灯油（L) トウユ		39,111		40,817		35,902		40,460		46,348

				一般廃棄物（kg） イッパン ハイキブツ		2,290		1,784		1,631		1,964		2,364																				一般廃棄物（kg） イッパン ハイキブツ		2,290		1,784		1,631		1,964		2,364

				産業廃棄物（kg） サンギョウ ハイキブツ		1,023		2,418		1,426		427		764																				産業廃棄物（kg） サンギョウ ハイキブツ		1,023		2,418		1,426		427		764

				水道水（㎥） スイドウスイ		2,291		1,354		1,683		1,833		1,863																				水道水（㎥） スイドウスイ		2,291		1,354		1,683		1,833		1,863

				コピー用紙（kg） ヨウシ		3,938		3,066		4,375		3,872		4,132																				コピー用紙（kg） ヨウシ		3,938		3,066		4,375		3,872		4,132



				グラフ入力用 ニュウリョクヨウ



				項 目  ＼  事業年度 コウ メ ジギョウ ネンド		2010年度 ネンド		2011年度 ネンド		2012年度 ネンド		2013年度 ネンド		2014年度 ネンド		2015年度 ネンド		2016年度 ネンド		2017年度 ネンド		2018年度 ネンド		2019年度 ネンド		2020年度 ネンド		2021年度 ネンド

				CO₂総排出量（t-CO₂） ソウ ハイシュツ リョウ		1,930		1,804		1,896		1,992		2,318		1,923		1,721		1,716		1,741		2,044		1,957		2,036

				売上高(百万円) ウリアゲ ダカ ヒャクマン エン		4,368		4,515		4,814		5,576		6,026		5,727		4,825		6,152		6,291		7,275		6,723		9,361

				売上高百万円あたりの
排出量（t-CO₂） ヒャクマンエン ハイシュツ リョウ		442		400		394		357		385		336		357		279		277		281		291		217

				社員数（人） シャインスウ ヒト				145		155		166		165		169		172		182		179		192		193		193





				項 目  ＼  事業年度 コウ メ ジギョウ ネンド		2012年度 ネンド		2013年度 ネンド		2014年度 ネンド		2015年度 ネンド		2016年度 ネンド

				CO₂総排出量（t-CO₂） ソウ ハイシュツ リョウ		1,896		1,992		2,318		1,923		1,721

				売上高(百万円) ウリアゲ ダカ ヒャクマン エン		4,814		5,576		6,026		5,727		4,825

				売上高百万円あたりの
排出量（t-CO₂） ヒャクマンエン ハイシュツ リョウ		394		357		385		336		357

				社員数（人） シャインスウ ヒト		155		166		165		169		172

				項 目  ＼  事業年度 コウ メ ジギョウ ネンド		2017年度 ネンド		2018年度 ネンド		2019年度 ネンド		2020年度 ネンド		2021年度 ネンド

				CO₂総排出量（t-CO₂） ソウ ハイシュツ リョウ		1,716		1,741		2,044		1,957		2,036

				売上高(百万円) ウリアゲ ダカ ヒャクマン エン		6,152		6,291		7,275		6,723		9,361

				売上高百万円あたりの
排出量（t-CO₂） ヒャクマンエン ハイシュツ リョウ		279		277		281		291		217

				社員数（人） シャインスウ ヒト		182		179		192		193		193











売上高に対する排出量の比較



CO₂総排出量（t-CO₂）	2012年度	2013年度	2014年度	2015年度	2016年度	2017年度	2018年度	2019年度	2020年度	2021年度	1895.875	1992.2729999999999	2317.9050000000002	1923.4069999999999	1720.8	1716	1741	2044	1957	2036	売上高(百万円)	2012年度	2013年度	2014年度	2015年度	2016年度	2017年度	2018年度	2019年度	2020年度	2021年度	4814	5576	6026	5727	4825	6152	6291	7275	6723	9361	売上高百万円あたりの
排出量（t-CO₂）	2012年度	2013年度	2014年度	2015年度	2016年度	2017年度	2018年度	2019年度	2020年度	2021年度	393.82530120481931	357.29429698708748	384.6506803849984	335.84896106163785	356.64248704663208	278.93368010403117	276.74455571451279	280.96219931271474	291.09028707422277	217.49813054160879	社員数（人）	

2012年度	2013年度	2014年度	2015年度	2016年度	2017年度	2018年度	2019年度	2020年度	2021年度	155	166	165	169	172	182	179	192	193	193	











次年度取組内容



				次年度(2022年度）の取組内容 ジネンド ネンド トリクミ ナイヨウ

				電力・化石燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減 デンリョク カセキ ネンリョウ ショウヒ トモナ ニサンカ タンソ ハイシュツ リョウ サクゲン		環 境 目 標 項 目 ワ サカイ メ ヒョウ コウ メ		基準年　３年平均
2019年度～２０２１年度 キジュン ネン ネン ヘイキン ネンド ネンド		目   標   値 メ ヒョウ アタイ		達   成   手   段 トオル シゲル テ ダン

						電力の削減		 電力使用量 デンリョク シヨウリョウ		 電力使用量 デンリョク シヨウリョウ		・室内不在時、昼休時に消灯励行 シツナイ フザイ ジ ヒル ヤス ジ ショウトウ レイコウ

								211,761 kWh		209,643 kWh		・パソコン・電気機器の未使用時には電源OFF

						基準年から１％削減 キジュンネン サクゲン		 CO2排出量 ハイシュツ リョウ		 CO2排出量 ハイシュツ リョウ		・冷暖房の適正温度厳守（室温 冷房28℃、暖房20℃） レイダンボウ テキセイ オンド ゲンシュ シツオン レイボウ ダンボウ

								80,257 kg-CO2/kWh		79,455 kg-CO2/kWh		・外気の適正取込み

												・照明器具の定期的な清掃、交換を行う

						ガソリンの削減		 ガソリン使用量 シヨウリョウ		 ガソリン使用量 シヨウリョウ		・アイドリングストップ

								303,013 L		299,983 L		・エコ運転及び不用な荷物をおろす、相乗りの実施

						基準年から１％削減 キジュンネン サクゲン		 CO2排出量 ハイシュツ リョウ		 CO2排出量 ハイシュツ リョウ		・法定速度厳守 ホウテイ ソクド ゲンシュ

								702,990 kg-CO2/L		695,961 kg-CO2/L

						軽油の削減		 軽油使用量 ケイユ シヨウリョウ		 軽油使用量 ケイユ シヨウリョウ		・重機、機材への過剰な負荷の防止と定期自主点検を実施 ジュウキ キザイ カジョウ フカ ボウシ テイキ ジ シュ テンケン ジッシ

								442,952 L		438,522 L		・燃費の優れた建設機械の選択、

						基準年から１％削減 キジュンネン サクゲン		 CO2排出量 ハイシュツ リョウ		 CO2排出量 ハイシュツ リョウ		・適切かつ効率的な運転に努める テキセツ コウリツテキ ウンテン ツト

								1,160,534 kg-CO2/L		1,148,928 kg-CO2/L

						ＬＰＧの削減		 LPG使用量 シヨウリョウ		 LPG使用量 シヨウリョウ		・給湯器の適温利用

								1,438 m3		1,424 m3		・夏季給湯利用の節約

						基準年から１％削減 キジュンネン サクゲン		 CO2排出量 ハイシュツ リョウ		 CO2排出量 ハイシュツ リョウ		・暖房の適正温度厳守（室温 暖房20℃） ダンボウ テキセイ オンド ゲンシュ シツオン ダンボウ

								4,314 kg-CO2/m3		4,272 kg-CO2/m3

						灯油の削減		 灯油使用量 トウユ シヨウリョウ		 灯油使用量 トウユ シヨウリョウ		・暖房の適正温度厳守（室温 20℃） ダンボウ テキセイ オンド ゲンシュ シツオン

								20,450 L		20,246 L		・過度な使用、消し忘れを防ぐ

						基準年から１％削減 キジュンネン サクゲン		 CO2排出量 ハイシュツ リョウ		 CO2排出量 ハイシュツ リョウ		・サーキュレーター等の空調設備を利用する

								50,921 kg-CO2/L		50,413 kg-CO2/L

				廃棄物の3Rの促進 ハイキブツ ソクシン		一般廃棄物の削減		 廃棄物量 ハイキブツ リョウ		 廃棄物量 ハイキブツ リョウ		・分別の徹底 ブンベツ テッテイ

								822 kg		814 kg		・帳票見直しによる印刷物の削減 チョウヒョウ ミナオ インサツブツ サクゲン

						基準年から１％削減 キジュンネン サクゲン						・梱包材の再利用 コンポウ ザイ サイリヨウ

						産業廃棄物の削減 サンギョウ						・素材別ボックスの設置 ソザイ ベツ セッチ

								 廃棄物量 ハイキブツ リョウ		 廃棄物量 ハイキブツ リョウ		・リサイクル業者の開拓と利用 ギョウシャ カイタク リヨウ

						基準年から１％削減 キジュンネン サクゲン		531 t		526 t		・作業ミスによる廃棄量の削減 サギョウ ハイキリョウ サクゲン

												・遊休資材の活用

				水道水
 の削減 スイドウスイ サクゲン		水道水の削減 スイドウスイ		 水使用量 ミズ シヨウリョウ		 水使用量 ミズ シヨウリョウ		・水道栓の開閉をこまめに実施 スイドウ セン カイヘイ ジッシ

								1,546 m3		1,531 m3		・蛇口はきちんと締めて漏水の防止 ジャグチ シ ロウスイ ボウシ

						基準年から１％削減 キジュンネン サクゲン

				紙の削減
コピー用 カミ サクゲン ヨウ		コピー用紙の削減		 用紙使用量 ヨウシ シヨウリョウ		 用紙使用量 ヨウシ シヨウリョウ		・使用済み用紙の裏面再使用の徹底 シヨウ ズ ヨウシ リメン サイシヨウ テッテイ

								3407 kg		3,373 kg		・両面印刷、複数ページ集約印刷の徹底

						基準年から１％削減 キジュンネン サクゲン						・文書の電子化、印刷ミス・余剰の防止 ブンショ デンシカ インサツ ヨジョウ ボウシ

				  購入
グリーン コウニュウ		事務用品の
     グリーン購入 ジム ヨウヒン コウニュウ						•コスト面を考慮しながら、環境対応マークの付いた
   文房具の購入を推進する

				環境保全
  活動 カンキョウ ホゼン カツドウ		環境に配慮した設計
提案、施工の実践 カンキョウ ハイリョ セッケイ				各部門 カク ブモン

										   3件以上 ケン イジョウ		・環境配慮型の設計・施工、社会貢献活動など カンキョウ ハイリョ ガタ セッケイ セコウ シャカイ コウケン カツドウ





				※1　目標値は201９年度～2021年度の平均値を基準とし、１%の削減を目標値としている。 モクヒョウチ ネンド ネンド ヘイキンチ キジュン サクゲン モクヒョウ アタイ
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宇田　吉明: □ガイドライン要求事項
事業を行うにあたって遵守しなければならない環境関連法規及びその他の環境関連要求事項を整理し、一覧表等に取りまとめる。
環境関連法規等は常に最新のものとなるよう管理する。		法律・規制等の名称 ホウリツ キセイ ナド メイショウ		当社に適用される要求事項 トウシャ テキヨウ ヨウキュウ ジコウ		当社の対応 トウシャ タイ オウ				届出先 トドケデ サキ		担当部門 タントウ ブモン				評価時期 ヒョウカ ジキ		証拠となる　　　　　　　　　　　　記録等 ショウコ キロク ナド		遵守状況 ジュンシュ ジョウキョウ

																						環境管理
責任者 カンキョウ カンリ セキニン シャ		事務局 ジムキョク



																						評価 ヒョウカ		確認 カクニン

				廃棄物処理法		（産業廃棄物の保管） サンギョウ ハイキブツ		・基準に適合した措置				―		機材センター キザイ				日常点検		現物監視		適 テキ		適 テキ

				（廃棄物の処理及び清
   掃に関する法律）		・掲示板設置（60ｃｍ×60ｃｍ以上で種類、管理者名、
   連絡先、積上げ高さを表示）                                                                          ・保管施設の飛散、流出及び地下浸透しない措置
・ネズミ、蚊、ハエその他害虫発生防止
・他の廃棄物が混入しないような措置

						・種類別の措置

						（産業廃棄物の委託）		・委託基準の遵守				―										適 テキ		適 テキ

						・知事の許可を受けた収集運搬業者、処理業者と契約
・委託契約は書面で
・委託処理内容など必要事項記載　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・収集運搬業又は処理業の許可証の確認 シュウシュウ ウンパン ギョウ マタ ショリ ギョウ キョカショウ								排出部門 ハイシュツ ブモン				毎年5月		委託契約書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　許可証写し キョカショウ ウツ

						（産業廃棄物管理票）						―		排出部門				毎年5月		産業廃棄物管理票（マニフェスト）		適 テキ		適 テキ

						・全ての産業廃棄物に産業廃棄物管理票(マニフェスト)を交付		・排出部門が記載

						・産業廃棄物管理票(マニフェスト)B２票、D票、E票を5年
   保存　		・A票と併せてﾌｧｲﾙに
   保管				―		排出部門 ハイシュツ ブモン				毎年5月

						・90日以内にＢ2、Ｄ票、180日以内にＥ票の送付がない場
   合は、業者へ照会し、状況を30日以内に行政へ報告		・毎月1回チェック マイツキ カイ				知事 チジ		排出部門				1回／月 ツキ		産業廃棄物管理票未回収報告書		適 テキ		適 テキ

						（産業廃棄物管理票交付等状況報告） コウフ ナド ジョウキョウ ホウコク						知事 チジ		安全室 アンゼン シツ				毎年7月		交付等状況報告書 ショ		適 テキ		適 テキ

						・前年度の交付状況を報告 ゼンネンド コウフ ジョウキョウ ホウコク		毎年4月1日～6月30日の間に提出 マイネン ガツ ニチ ガツ ニチ カン テイシュツ

						・中間処理業者の交付する2次マニフェストも報告 チュウカン ショリ ギョウシャ コウフ ジ ホウコク

						・県内で排出したものに限る ケンナイ ハイシュツ カギ

						・一般廃棄物の分別収集と指定ゴミ袋で運搬 ブンベツ シテイ フクロ		ゴミ出しルール遵守 ダ ジュンシュ				―		総務部 ソウム ブ				日常点検		現物監視		適 テキ		適 テキ

				資源有効利用促進法		（建設工事の届出） ケンセツ コウジ トドケデ		対象工事受注時、竣工時に書面作成し、発注者に説明 タイショウ コウジ ジュチュウ ジ シュンコウ ジ ショメン サクセイ ハッチュウシャ セツメイ				発注者 ハッチュウシャ		工事部門 コウジ ブモン				1回／年 カイ ネン				適 テキ		適 テキ

				 （改正リサイクル法）　　　　　　　　　（資源の有効な利用の
   促進に関する法律）		・体積が1000ｍ3以上である土砂
・重量が500ｔである砕石
・重量が200ｔ以上である加熱 ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物														・再生資源利用計画/
   実施書　　　　　　　　　　　　・再生資源利用促進
   計画/実施書　　　　　　　　　　　・CREDAS入力FD サイセイ シゲン リヨウ ケイカク ジッシ ショ サイセイ シゲン リヨウ ソクシン ケイ ガ ジッシ ショ ニュウリョク







				建設リサイクル法 ケンセツ ホウ		（建設工事の届出） ケンセツ コウジ トドケデ						発注者 ハッチュウシャ		工事部門 コウジ ブモン				1回／年 カイ ネン				適 テキ		適 テキ

				（建設工事に係る資材
   の再資源化等に関す
   る法律） ケンセツ コウジ カカワ シザイ サイシゲンカ ナド カン ホウリツ		・解体工事：床面積の合計が80㎡以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・新築又は増築の工事：床面積の合計が500㎡以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・新築、増築、解体以外の工事：請負代金が１億円以上		対象工事受注時、竣工時に書面作成し、発注者に説明 タイショウ コウジ ジュチュウ ジ シュンコウ ジ ショメン サクセイ ハッチュウシャ セツメイ												説明書・告知書・
再資源化報告書 セツメイショ コクチショ サイシゲンカ ホウコクショ

				騒音規制法		（特定建設作業の届出） トクテイ ケンセツ サギョウ トドケデ		規制遵守 キセイ ジュンシュ				市長村長 シチョウ ソンチョウ		工事部門 コウジ ブモン				1回／年		届出控 トドケデ ヒカエ		適 テキ		適 テキ

						・指定地域内で特定建設作業を行う場合は、7日前までに
   市町村長へ届出 シテイ チイキ ナイ トクテイ ケンセツ サギョウ オコナ バアイ ニチ マエ シチョウ ソンチョウ トドケデ

						・くい打機、くい打くい抜機を使用する作業 ウ キ ウ ヌ キ シヨウ サギョウ

						・びょう打機を使用する作業 ウ キ シヨウ サギョウ

						・削岩機を使用する作業 サクガンキ シヨウ サギョウ

						・空気圧縮機(原動機の定格出力15kw以上)を使用する作業 クウキ アッシュク キ ゲンドウキ テイカク シュツリョク イジョウ シヨウ サギョウ

						・コンクリートプラント（混練容量0.45㎥以上）、ｱｽﾌｧﾙﾄ
   ﾌﾟﾗﾝﾄ(混練重量200kg以上)を設けて行う作業 コン レン ヨウリョウ イジョウ ジュウリョウ イジョウ モウ オコナ サギョウ

						・バックホウ(原動機の定格出力80kw以上)を使用する作業

				振動規制法		（特定建設作業の届出）		規制遵守 キセイ ジュンシュ				市長村長 シチョウ ソンチョウ		工事部門 コウジ ブモン				1回／年		届出控 トドケデ ヒカエ		適 テキ		適 テキ

						・指定地域内で特定建設作業を行う行う場合は、7日前
   までに市町村長へ届出 シテイ チイキ ナイ トクテイ ケンセツ サギョウ オコナ オコナ バアイ ニチ マエ シチョウ ソンチョウ トドケデ

						・くい打機、くい打くい抜機を使用する作業

						・鋼球を使用して建築物その土地の工作物を破壊する作業 コウキュウ シヨウ ケンチクブツ トチ コウサクブツ ハカイ サギョウ

						・舗装版破砕機を使用する作業 ホソウ バン ハサイキ シヨウ サギョウ

						・ブレーカーを使用する作業 シヨウ サギョウ

				排出ガス対策型建設機械の普及促進に関する規程 ハイシュツ タイサク カタ ケンセツ キカイ フキュウ ソクシン カン キテイ		（対象事業が公共工事の場合） タイショウ ジギョウ コウキョウ コウジ バアイ						発注者		工事部門 コウジ ブモン				公共工事の都度		ステッカー確認 カクニン		適 テキ		適 テキ

						・小型バックホウ、バックホウ、トラクタショベル、ブル
   トーザ、発動発電機、空気圧縮機、油圧パワーユニッ
   ト、ロードローラ、タイヤローラ等 コガタ ハツドウ ハツデンキ クウキ アッシュクキ ユアツ ナド		対策型ステッカー貼付の建設機械使用









				法律・規制等の名称 ホウリツ キセイ ナド メイショウ		当社に適用される要求事項 トウシャ テキヨウ ヨウキュウ ジコウ		当社の対応 トウシャ タイ オウ				届出先 トドケデ サキ		担当部門 タントウ ブモン				評価時期 ヒョウカ ジキ		証拠となる　　　　　　　　　　　　記録等 ショウコ キロク ナド		遵守状況 ジュンシュ ジョウキョウ

																						環境管理
責任者 カンキョウ カンリ セキニン シャ		事務局 ジムキョク



																						評価 ヒョウカ		確認 カクニン

				水質汚濁防止法		（事故時の措置） ジコ ジ ソチ		規制遵守				知事 チジ		機材センター キザイ						届出控

						・特定事業場の設置者は、有害物質又は油を含む水が公共
   用水域に排出され、又は地下浸透し、人の健康又は生活
   環境に被害が生じる恐れのあるときは、直ちに応急措置
   を講じ、知事に届出 トクテイ ジギョウジョウ セッチシャ ユウガイ ブッシツ マタ アブラ フク ミズ コウキョウ ヨウ ミズ イキ ハイシュツ マタ チカ シントウ ヒト ケンコウ マタ セイカツ カンキョウ ヒ ガイ ショウ オソ タダ オウキュウ ソチ コウ チジ トドケデ												事故発生の都度 ジコ ハッセイ ツド				該当なし ガイトウ		該当なし ガイトウ

						・特定事業場以外で貯油施設等を設置するものは、事故が
   発生し、油を含む水が公共用水域に排出され、生活環境
   に被害が生じる恐れのあるときは、直ちに応急措置を講
   じ、知事に届出 トクテイ ジギョウジョウ イガイ チョユ シセツ ナド セッチ ジコ ハッセイ アブラ フク ミズ コウキョウヨウ スイイキ ハイシュツ セイカツ カンキョウ ヒガイ ショウ オソ		規制遵守				知事 チジ		工事部門				事故発生の都度		届出控		該当なし ガイトウ		該当なし ガイトウ

				消防法     		（第4類危険物の指定数量）		規制遵守 キセイ ジュンシュ				消防署 ショウボウショ		機材センター				1回／年		少量危険物の貯蔵取扱管理記録		適 テキ		適 テキ

						　第二石油類（非水溶性）：1000ℓ―灯油、軽油等 ダイニ セキユ ルイ ヒ スイヨウセイ トウユ ケイユ ナド

						　　　　　　　　 （水溶性）：2000ℓ スイヨウセイ

						　第四石油類：6000ℓ―ギア油等

						　消火器の点検		10年毎の交換 ネン マイ コウカン				－		各部門 カクブモン				対象の都度		現物監視 ゲンブツカンシ		適		適

				河川法 カセンホウ		一日50ｍ3以上の汚水を河川に排水する場合		規制遵守 キセイ ジュンシュ				河川管理者		工事部門 コウジ ブモン				対象の都度 タイショウ ツド		届出控		該当なし ガイトウ		該当なし ガイトウ

				道路法 ドウロ ホウ		公共道路を使用する場合 コウキョウ ドウロ シヨウ バアイ		規制遵守 キセイ ジュンシュ				道路管理者 ドウロ カンリシャ		工事部門 コウジ ブモン				道路使用（占有時） ドウロ シヨウ センユウ ジ		届出控		適 テキ		適 テキ

				フロン排出抑制法 ハイシュツ ヨクセイ ホウ		業務用冷凍空調機器が使用されている場合 ギョウム ヨウ レイトウ クウチョウ キキ シヨウ バアイ		規制遵守 キセイ ジュンシュ				－		総務部 ソウム ブ				1回／年		機器点検表 キキ テンケン ヒョウ		適 テキ		適 テキ









環境目標に対する実績
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2021年度（2021/06～2022/05）

事業活動マテリアルバランス

消費量 消費量

電力(kWh) 購入電力 215,464.1 899.7

灯油(ℓ) 14,824.5 14,696.3
0

ガソリン(ℓ) 274,329.1 0.7

軽油(ℓ) 486,373.1 45,391.2

LPG(kg) 2,132.9 3.3

0.0

0.0

消費量 133.2

上水道 1,600.0

地下水 0.0

排出量 排出量

2,036,250.0 1.2

3.7737

704.8

594.3

706.0

砕石・砂(t)

エネルギー 原材料

分類 分類

生ｺﾝｸﾘｰﾄ・ﾓﾙﾀﾙ(t)

木材(t)

鋼材(t)

紙(t)

アスファルト(t)

水資源 乳剤(t)

廃棄物量合計(t)

分類 土砂(t)

大気 廃棄物

分類 分類

二酸化炭素(kg-CO2) 一般廃棄物(t)

資源リサイクル量(t)

産業廃棄物(t)

 ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ量(t)

INPUT

北陽建設 事業活動

OUTPUT
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年度削減目標と実績値の比較

環境活動計画の取組結果とその評価

2021年度の二酸化炭素排出量は 2,036 t-CO2
目標数値に対して 6％の増加

排出係数
中部電力2020年 0.379kg-CO2/kWh

環境目標項目 単位
2021年度

削減目標

2021年度

実績値
目標比 評価

CO2排出量 kg-CO2/年 1,926,549 2,036,034 5.7% ×

kwh/年 186,932 215,464
kg-CO2/年 70,847 81,661

L/年 277,767 274,329
kg-CO2/年 644,975 636,993

L/年 437,698 486,373
kg-CO2/年 1,146,331 1,274,298

kg/年 2,377.2 2,061
kg-CO2/年 7,132 6,183

ℓ/年 23,007 14,825
kg-CO2/年 57,264 36,899

※目標比は各項目CO2排出量と比較

一般廃棄物 kg/年 726 1,154 58.9% ×

産業廃棄物 t/年 164 705 328.9% ×

水道水 m
３

/年 1,235 1,600 29.6% ×

コピー用紙 kg/年 3,447 3,272 -5.1% ○

※実績値については小数点切上げ

※削減目標は2020年度の-1%

灯油 -35.6% ○

(評価 : 達成 ○  、  未達成 ×)

軽油 11.2% ×

LPG -13.3% ○

電力 15.3% ×

ガソリン -1.2% ○
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2021年度の購入電力量は 215,464kWh
削減目標に対して 15.3％の増加

2021年度のガソリン使用量は 274,329ℓ
削減目標に対して 1.2％の減少

2021年度の軽油使用量は 486,373ℓ
削減目標に対して 11.2％の増加

2021年度のLPG使用量は 2,060㎏
削減目標に対して 79.5％の増加

2021年度の灯油使用量は 14,825ℓ
削減目標に対して 35.6％の減少

二酸化炭素の総排出量は目標値に対し若干増となった。
要因としては気候変動による災害対応等により、業務が増加したことが考えられる。
「電力」感染症対策のため、事務所内の定期的な換気により、室温変化によりエアコン
の稼働率が増加したことで目標未達となった。
「軽油」建設現場の増加に伴い、重機等大型車両の稼働が増えたことで目標未達となっ
た。
「灯油」は石油ストーブとエアコンを併用するようにしたため大幅の削減となった。

【目標未達成の主な要因】

・公共工事、災害復旧の増

・気候変動による冷暖房の利用増 等

【目標達成の主な要因】

・エコドライブによる低燃費運転

・Web会議等による人員移動の抑制
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2021年度の一般廃棄物量は 1.2t
削減目標に対して 58.9％の増加

2021年度の産業廃棄物量は 705t
削減目標に対して 328.9％の増加

2021年度の水道水使用量は 1,573m3

削減目標に対して 29.6％の増加
2021年度のコピー用紙使用量は3.27 t
削減目標に対して 5.1％の減少

廃棄物の削減、資源の消費については、
「一般廃棄物」事務所移転や本社内の整理により廃棄物量が増加した。
「産業廃棄物」元請工事現場の増加、特に舗装工事現場より大量のコンクリート
ガラが発生したことで増加した。
「水資源」日常的に節水を心掛けているが、目標未達となった。次年度は目標達
成に向け、漏水確認の徹底等を実施していく。
「紙資源」現場完成時の成果品提出が徐々に紙から電子へ移行しているため削減
できた。

【目標未達成の主な要因】

・事務所移転に伴う保管書類の整理

・全体業務数の増 等

【目標達成の主な要因】

・環境配慮型工法の施工量の増

・成果品の電子化 等
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売上高 百万円当りでのCO2排出量を過去の実績から比較してみると、エコアクション21
導入時と比べて減少しているが、前年度と比較すると売上は減少しているが、 CO2排出
量は微増となっている。

売上高に対するCO2排出量の比較

項 目  ＼  事業年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

CO₂総排出量（t-CO₂） 1,896 1,992 2,318 1,923 1,721

売上高(百万円) 4,814 5,576 6,026 5,727 4,825

売上高百万円あたりの
排出量（t-CO₂）

394 357 385 336 357

社員数（人） 155 166 165 169 172

項 目  ＼  事業年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

CO₂総排出量（t-CO₂） 1,716 1,741 2,044 1,957 2,036

売上高(百万円) 6,152 6,291 7,275 6,723 9,361

売上高百万円あたりの
排出量（t-CO₂）

279 277 281 291 217

社員数（人） 182 179 192 193 193



次年度の取組内容
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環 境 目 標 項 目 基準年　３年平均

2019年度～２０２１年度 目   標   値 達   成   手   段

電力の削減  電力使用量  電力使用量 ・室内不在時、昼休時に消灯励行

211,761 kWh 209,643 kWh ・パソコン・電気機器の未使用時には電源OFF
基準年から１％削減  CO2排出量  CO2排出量 ・冷暖房の適正温度厳守（室温 冷房28℃、暖房20℃）

80,257 kg-CO2/kWh 79,455 kg-CO2/kWh ・外気の適正取込み

・照明器具の定期的な清掃、交換を行う

ガソリンの削減  ガソリン使用量  ガソリン使用量 ・アイドリングストップ

303,013 L 299,983 L ・エコ運転及び不用な荷物をおろす、相乗りの実施

基準年から１％削減  CO2排出量  CO2排出量 ・法定速度厳守

702,990 kg-CO2/L 695,961 kg-CO2/L

軽油の削減  軽油使用量  軽油使用量 ・重機、機材への過剰な負荷の防止と定期自主点検を実施

442,952 L 438,522 L ・燃費の優れた建設機械の選択、

基準年から１％削減  CO2排出量  CO2排出量 ・適切かつ効率的な運転に努める

1,160,534 kg-CO2/L 1,148,928 kg-CO2/L

ＬＰＧの削減  LPG使用量  LPG使用量 ・給湯器の適温利用

1,438 m3 1,424 m3 ・夏季給湯利用の節約

基準年から１％削減  CO2排出量  CO2排出量 ・暖房の適正温度厳守（室温 暖房20℃）

4,314 kg-CO2/m3 4,272 kg-CO2/m3

灯油の削減  灯油使用量  灯油使用量 ・暖房の適正温度厳守（室温 20℃）

20,450 L 20,246 L ・過度な使用、消し忘れを防ぐ

基準年から１％削減  CO2排出量  CO2排出量 ・サーキュレーター等の空調設備を利用する

50,921 kg-CO2/L 50,413 kg-CO2/L

一般廃棄物の削減  廃棄物量  廃棄物量 ・分別の徹底

822 kg 814 kg ・帳票見直しによる印刷物の削減

基準年から１％削減 ・梱包材の再利用

産業廃棄物の削減 ・素材別ボックスの設置

 廃棄物量  廃棄物量 ・リサイクル業者の開拓と利用

基準年から１％削減 531 t 526 t ・作業ミスによる廃棄量の削減

・遊休資材の活用

水道水の削減  水使用量  水使用量 ・水道栓の開閉をこまめに実施

1,546 m3 1,531 m3 ・蛇口はきちんと締めて漏水の防止

基準年から１％削減

コピー用紙の削減  用紙使用量  用紙使用量 ・使用済み用紙の裏面再使用の徹底

3407 kg 3,373 kg ・両面印刷、複数ページ集約印刷の徹底

基準年から１％削減 ・文書の電子化、印刷ミス・余剰の防止
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環境活動の紹介

毎年、本社近くを流れる【農具川】に生息する特定外来生物《アレチウリ》の駆除及び
河川内のゴミ拾い、草刈りを行いました。

農具川河川愛護活動及び道路美化活動

令和3年6月、7月、9月実施

NPO法人 エコキャップ推進協会で取組まれている「エコキャップ運動」に継続して
参加しています。

「エコキャップ運動」の継続取組

キャップ収集累計個数： 9,750個
CO2削減累計： 61.4kg

11
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河川パトロールの実施

河川愛護月間にあわせ、付近の河川環境の保全・再生への取組としてパトロール及び
河川美化活動の実施（令和３年7月）



当社の企業活動に伴い、適用される環境関連法規制等は下記の通りです。
環境管理責任者と事務局が中心となり、法規制の遵守状況について調査を行い、環境管
理責任者が遵守の評価を行います。

13

当社に適用される環境関連法規の遵守状況

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに
違反、訴訟等の有無

2022/05/31

評価 確認

廃棄物処理法 （産業廃棄物の保管）

（廃棄物の処理及び清

   掃に関する法律）

・掲示板設置（60ｃｍ×60ｃｍ以上で種類、管理者名、

   連絡先、積上げ高さを表示）

・保管施設の飛散、流出及び地下浸透しない措置

・ネズミ、蚊、ハエその他害虫発生防止

・他の廃棄物が混入しないような措置

・種類別の措置

（産業廃棄物の委託）

・知事の許可を受けた収集運搬業者、処理業者と契約

・委託契約は書面で

・委託処理内容など必要事項記載

・収集運搬業又は処理業の許可証の確認

毎年5月
委託契約書

許可証写し

（産業廃棄物管理票）

・全ての産業廃棄物に産業廃棄物管理票(マニフェスト)を交付

・産業廃棄物管理票(マニフェスト)B２票、D票、E票を5年

   保存
― 毎年5月

・90日以内にＢ2、Ｄ票、180日以内にＥ票の送付がない場

   合は、業者へ照会し、状況を30日以内に行政へ報告
知事 1回／月

産業廃棄物管理票未

回収報告書
適 適

（産業廃棄物管理票交付等状況報告）

・前年度の交付状況を報告

・中間処理業者の交付する2次マニフェストも報告

・県内で排出したものに限る

・一般廃棄物の分別収集と指定ゴミ袋で運搬 ― 日常点検 現物監視 適 適

資源有効利用促進法 （建設工事の届出）

建設リサイクル法 （建設工事の届出）

（建設工事に係る資材

   の再資源化等に関す

   る法律）

・解体工事：床面積の合計が80㎡以上

・新築又は増築の工事：床面積の合計が500㎡以上

・新築、増築、解体以外の工事：請負代金が１億円以上

説明書・告知書・

再資源化報告書

騒音規制法 （特定建設作業の届出）

・指定地域内で特定建設作業を行う場合は、7日前までに

   市町村長へ届出

・くい打機、くい打くい抜機を使用する作業

・びょう打機を使用する作業

・削岩機を使用する作業

・空気圧縮機(原動機の定格出力15kw以上)を使用する作業

・コンクリートプラント（混練容量0.45㎥以上）、ｱｽﾌｧﾙﾄ

   ﾌﾟﾗﾝﾄ(混練重量200kg以上)を設けて行う作業

・バックホウ(原動機の定格出力80kw以上)を使用する作業

振動規制法 （特定建設作業の届出）

・指定地域内で特定建設作業を行う行う場合は、7日前

   までに市町村長へ届出

・くい打機、くい打くい抜機を使用する作業

・鋼球を使用して建築物その土地の工作物を破壊する作業

・舗装版破砕機を使用する作業

・ブレーカーを使用する作業

（対象事業が公共工事の場合）

・小型バックホウ、バックホウ、トラクタショベル、ブル

   トーザ、発動発電機、空気圧縮機、油圧パワーユニッ

   ト、ロードローラ、タイヤローラ等

適

排出ガス対策型建設機

械の普及促進に関する

規程

発注者 工事部門
公共工事の

都度
ステッカー確認 適 適対策型ステッカー貼付の

建設機械使用

規制遵守 市長村長 工事部門 1回／年 届出控 適

適 適対象工事受注時、竣工時

に書面作成し、発注者に

説明

規制遵守 市長村長 工事部門 1回／年 届出控 適 適

 （改正リサイクル法）

（資源の有効な利用の

   促進に関する法律）

・体積が1000ｍ
3
以上である土砂

・重量が500ｔである砕石

・重量が200ｔ以上である加熱 ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

・再生資源利用計画/

   実施書

・再生資源利用促進

   計画/実施書

・CREDAS入力FD

発注者 工事部門 1回／年

対象工事受注時、竣工時

に書面作成し、発注者に

説明

発注者 工事部門 1回／年

・毎月1回チェック 排出部門

知事 安全室

― 排出部門

適 適

毎年7月 交付等状況報告書 適 適
毎年4月1日～6月30日の

間に提出

ゴミ出しルール遵守 総務部

適

適

・委託基準の遵守 ― 適 適
排出部門

・排出部門が記載

・A票と併せてﾌｧｲﾙに

   保管
排出部門

・基準に適合した措置 ― 機材センター 日常点検 現物監視 適

毎年5月

産業廃棄物管理票

（マニフェスト）
適

法律・規制等の名称 当社に適用される要求事項 当社の対応 届出先 担当部門 評価時期
証拠となる

記録等

遵守状況

環

境

管

理

責

任

者

事

務

局
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関係機関及び近隣住民からの環境関連訴訟等に関して現在及び過去1年間、1件も発生し
ておりません。

環境関連訴訟等の有無

評価 確認

水質汚濁防止法 （事故時の措置）

・特定事業場の設置者は、有害物質又は油を含む水が公共

   用水域に排出され、又は地下浸透し、人の健康又は生活

   環境に被害が生じる恐れのあるときは、直ちに応急措置

   を講じ、知事に届出

事故発生の

都度
該当なし 該当なし

・特定事業場以外で貯油施設等を設置するものは、事故が

   発生し、油を含む水が公共用水域に排出され、生活環境

   に被害が生じる恐れのあるときは、直ちに応急措置を講

   じ、知事に届出

知事
事故発生の

都度
届出控 該当なし 該当なし

消防法     （第4類危険物の指定数量）

　第二石油類（非水溶性）：1000ℓ―灯油、軽油等

　　　　　　　　 （水溶性）：2000ℓ

　第四石油類：6000ℓ―ギア油等

　消火器の点検 10年毎の交換 － 対象の都度 現物監視 適 適

河川法 一日50ｍ
3
以上の汚水を河川に排水する場合 規制遵守 河川管理者 対象の都度 届出控 該当なし 該当なし

道路法 公共道路を使用する場合 規制遵守 道路管理者
道路使用

（占有時）
届出控 適 適

フロン排出抑制法 業務用冷凍空調機器が使用されている場合 規制遵守 － 1回／年 機器点検表 適 適

工事部門

工事部門

総務部

規制遵守 工事部門

規制遵守 消防署 機材センター 1回／年
少量危険物の貯蔵取

扱管理記録
適適

各部門

証拠となる

記録等

遵守状況

環

境

管

理

責

任

者

事

務

局

規制遵守 知事 機材センター 届出控

法律・規制等の名称 当社に適用される要求事項 当社の対応 届出先 担当部門 評価時期



代表者による全体評価と見直しの結果
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代表者による全体評価

見直し

『環境方針』

変更の必要性 ： 無
引き続き、環境方針に定められた取組みを継続して取組む。

『環境目標・活動計画』

変更の必要性 ： 無
下記の項目について来期以降も、積極的に取組む

・エコ運転、アイドリングストップの徹底
・現場への効率的な移動（相乗り、不用な荷物を積まない等）
・日常車両点検及び燃費管理の徹底（オイル交換、空気圧等）
・燃費効率の良い建設機械の選択、環境負荷を低減する効率的な運転
・現場廃棄物を削減できる工法、材料の選択
・環境に配慮した設計提案、施工の実践
・テレワーク、WEB会議等ICT技術を活用

『その他』

変更の必要性 ： 無

2011年にエコアクション21の認証取得をしてから、今年度で10年目となりまし
た。長年にわたり環境経営に取り組んだ功績を評価していただき、持続性推進機構エ
コアクション21中央事務局より感謝状をいただきました。これを励みに一層積極的な
活動を心掛けていきたいと思います。

CO²排出量は前年比マイナス1％を目標と掲げていましたが、今期は微増となって
しまいました。前年と比べ工事量の大幅増加が要因となったと考えられますが、売上
高百万円当たりのCO²排出量を見ると確実に減少傾向となっています。達成できた項
目、出来なかった項目様々でしたが、一定の成果を出すことができました。

毎日の地道な取組みや、小さな改善の集大成が大きな成果となると思います。北陽
建設として50期と節目の年となります。100年企業を目指し実現するためにも、Ｐ
ＤＣＡを回す仕組みづくりを定着、発展させながら、エコアクション21への活動をレ
ベルアップし、引き続き積極的な取組みを行っていきたいと思います。
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